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新事務局長から着任のご挨拶 

みなさん、こんにちは。 

４月１日から事務局長としてお世話

になることになりました鈴木謙治です。 

就任早々、新型コロナウィルス感染

症が全国各地で流行する中、本協会の

事業も中止・延期を余儀なくされ、 

未だ皆さんとお会いできる機会もなく 

大変残念です。 

私は、３６年にわたる行政経験の中で国際交流・国際理解、また多文化 

共生といった事業に携わることはありませんでしたが、これから皆さんと共

に一緒に勉強しながら、本協会の事業を進めていきたいと考えていますので、

どうぞよろしくお願いします。 

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2 月 25 日～3 月 1 日、鈴鹿市役所市民ギャラリーにて、SIFA 設立 30 周年を記念して、SIFA と SIFA に関係

する団体の事業活動紹介を行いました。 

 パネル展を通して、これまでどれほど多くの方に支えられてきたか、賛助会員やボランティアのみなさまを始め、 

講師で来て下さった方、またそこに参加して下さった市民のみなさまに改めて感謝し、さらなる 10 年に向けて、

頑張っていきたいと職員一同思いを新たにした次第です。 

 SIFA 会員及びボランティアのみなさまには、今後共、SIFA の事業にご理解とご協力を頂きますよう、どうぞ 

よろしくお願い申し上げます。 

SIFA では、随時、講師の募集もしております。料理・文化・語学力等、みなさまのお力をお貸し頂けると大変 

嬉しいです。どうぞ、SIFA 事務局にお気軽にお寄り下さい。 
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内 容 

[報告] 

〇新事務局長のご挨拶 

○協会設立 30周年パネル展 

○国際理解セミナー 

 「フランス貴族の暮らし」 

〇事業延期・中止のお知らせ 

〇鈴鹿ロータリークラブにて 

講演 

〇学習支援教室 

 

[今年度の事業計画] 
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2 月 22 日（土）13：30～15：30、牧田コミュニティセンター2 階ホールにて標記セミナーを開催し

ました。折しも、新型コロナウイルスによる不安な社会情勢の中でしたが、この時点で、三重県内で感染者が

居なかったことと、参加者が全員鈴鹿市の方であることを考慮して、実施することに致しました。 

 セミナーには、42名の方が参加され、受付にてアルコール消毒・マスクを配布し、途中休憩で窓を開け 

換気をするなど十分に注意を払いながら行いました。 

（※２月２０日付で厚労省が発表した「イベント開催に関する国民の皆様へのメッセージ」の下、必要な措置を講じました。） 

 講師は、フランスリヨン出身のウィリアム・ヴェドリヌさん。鈴鹿大学・

国際人間科学部のこの春から 3年生になる方です。とても勉強熱心で、 

日本語能力試験 1 級にも合格されています。 

 フランスでは、現在、貴族制度は廃止されていますが、ご家庭では、貴族

の末裔として、貴族としての暮らし方・考え方・接し方等、名家ならではの

教育の下成長され、そこで生じた悩みなども含め（＊貴族制度＊教育＊習い

事＊住まい＊宗教＊エチケット＊テーブルマナー＊結婚について等々）多方

面に渡ってお話をして下さいました。 

 また、最初のプランでは、フランスのスイーツも紹介し、みなさんと一緒にティータイムを設ける予定でし

たが、コロナの影響下、サンプルとレシピのみの紹介となりました。 

 最後は、ウィリアムさんの得意分野のアコーディオンの演奏も披露して頂きました。

フランスに居る妹さんから届いたピアノの演奏に合わせ、アベマリアを演奏して頂き

ました。 

 ウィリアムさんも美しいですが、ウィリアムさんが奏でる音楽の調べもとても美し

かったです。 

 参加希望者があまりにも多かったため、3 月 21 日に追加講座を予定していたので

すが、その後のコロナの感染拡大を受けて、残念ながら延期となりました。 

 また、状況が落ち着いたら、是非、追加講座を設けようと思っていますので、その

際は、まだ参加されてない方は、是非ご参加下さい。改めて、市報やSIFAのFacebook

等でお知らせいたします。 

 

 

 

[延期] ＊新型コロナの収束の様子を見て、開催する講座  

・日本語講座 

・多言語災害ボランティア養成講座 

・日本語ボランティア養成講座 

・国際理解セミナー「フランス貴族の暮らし」追加講座 

[中止] 

・国際交流フェスタ 2020「わいわい春まつり」 
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2月26日(水)、鈴鹿ロータリークラブの例会に招かれました。

鈴鹿市の3つの日本語教室に対して教材をご寄付いただけるとい

うことで、贈呈式をしていただきました。教材の寄付はこれで 3

年目になります。鈴鹿ロータリークラブの皆さま、毎年、鈴鹿市

の多文化共生にご理解をいただきありがとうございます。 

式の後、SIFA で R 元年度に重点的に行った「長期休み時の学

習支援教室」事業について報告を行い、途切れの無い学習環境を

提供することで、児童が自信を持って学習に取り組み、充実した

学校生活につながることを説明しました。また、「多言語災害ボラ

ンティアの育成」についても、日本社会が高齢化する中で、災害

時外国人の駆けつけボランティアが増えている為、受入れを想定していく必要があることや、在住外国人への

多言語対応にも取り組む必要があることを説明いたしました。 

 

 

 

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、3月 2 日(火)

より始まった全国一斉休校措置を受け、SIFA として外国籍

児童に対してどのような支援が出来るか、ボランティアの皆

さまと検討してきました。 

外国籍の保護者からは、学校から出る課題の丸つけができ

なくて困っているとの相談があり、また、市教委が 3/23よ

り授業を平常に戻すとのことでしたので、換気や消毒、参加

者の体調確認を行いながら、夏や冬と同じように教室を開く

ことになりました。 

また、夏と冬の長期休み時の学習支援事業で助成を頂いた

福祉医療機構より、休校時の事業についても認めていただけ

たことも、事業の後押しになりました。            ↑ボランティアと一緒に春休みの宿題に取り組む 

3 月 26日、31 日に鈴鹿カルチャーステーションに

て実施しましたが、3 月 31 日に市内運動施設でコロナ

ウイルスの感染者が出た事により、4/2、3 日の活動は

中止いたしました。 

教室を楽しみに来てくれている子どもたちには申し

訳なかったのですが、安全面を第一に考えた末の決断で

した。 

 

←NHKの取材。写真は、インタビューに答える児童 

↑尾市会長より目録を贈呈 



4 

★令和２年度 SIFAの事業計画★ 
① 地域レベルでの国際交流の促進・国際理解事業 

・鈴鹿市・ベルフォンテン市相互交流事業 

     鈴鹿市の友好都市である米国オハイオ州ベルフォンテン市から中高生を受け入れ、市内学校での生徒同士

の交流や、ホームステイによる市民交流を行い、両市の友好親善を図ります。→形を変えて実施します。 

   ・国際理解講座 

       食べ物や異文化理解、国際情勢などといったテーマから体験型の講座を実施します。 

       

②多文化共生推進事業 
・共生社会推進イベント（わいわい春まつり） 

日本人と外国人で実行委員会を組織し、「協働」と「異文化体験」をキーワードに、来場者が一日家族で楽し

みながら国際交流ができるフェスティバルを目指します。→ 中止になりました。 

・協会ホームページ 

協会が実施する事業の他、災害時の避難所や日本語教室等の情報を掲載します。また Facebook ページで

は、鈴鹿市及び近隣市町の国際交流に関する色々な情報を掲載します。 

・SIFAニュース 

賛助会員及びボランティア会員向けに、協会や各会員が行う各種事業の活動状況等を広報します。 

・日本語講座 

市内在住外国人のニーズに応え、日本語の初級講座を開催します。 

・在住外国人向け広報誌（マンスリーすずか）の発行 

やさしい日本語、ポルトガル語及びスペイン語版の広報誌を発行します。QR コードを活用し、より多くの情報に

アクセスできるよう努めます。 

・母語や母国文化の保持についての啓発 

   外国人の母語環境の現状の把握と母語学習の必要性について当事者への啓発を多言語で行います。 

   ・相談窓口の強化 （日本語の行政文書等の説明) 

日本語で送られてくる通知文書等の内容が分からない外国人市民のため、事務所窓口やメールで、文書の

内容をやさしい日本語で説明することを広報し、相談窓口機能を強化します。 

   ・長期休み中の外国につながる子どもたちの学習支援の場づくり 

    長期休みの課題を自宅で見られない家庭を対象に、学習支援の場を設け、基礎学力の向上につなげます。 

 

③人材の育成及び市民活動等の支援事業 
・日本語学習支援ボランティアの育成 

日本語学習をする外国人住民の学習環境の充実を図るため、ボランティアを育成します。 

・外国人児童・生徒向け学習支援者の育成 

公立小中学校や地域の学習支援教室等で学習する児童生徒への学習支援を目的としたボランティア養成講

座を教育支援課・市内公立学校関係機関と連携して開催します。 

・協会登録ボランティアとの連携 

    前年に引き続き、多言語災害ボランティアの育成に努めます。本年は、他市の外国人住民組織の取り組み等

を学びながら、鈴鹿モデルの構築を図ります。 

・他団体等との連携 

    社会福祉協議会が実施する多文化共生推進活動「鈴とも」への参加や、他の国際協力機関・団体との事業協働

などを行います。 

公益財団法人鈴鹿国際交流協会（SIFA） 

〒513-0801 鈴鹿市神戸 1-17-5 別館第３ TEL：059-383-0724 FAX：059-383-0639 

✉sifa@mecha.ne.jp URL： http://www.sifa.suzuka.mie.jp  

http://www.sifa.suzuka.mie.jp/

